
                                              

  

  

岡山教育事務所管内小学校（その２） 

その１へ

所属名 事業名 事業概要 対象者 実施時期 その他事業

岡山市立平島小

学校

「おかやま教育の

日」にちなんで

 ｢新ちゃんが泣いた｣のビデオを全校児童で

視聴し、仲間の大切さを学ぶ。  
１ 校長のお話、｢おかやま教育の日｣について 
 
２ ビデオを視聴（体育館）  

３ 学級指導（各教室）

児童  

教職員

11月5日  

岡山市立御休小
学校

御休の戦争のころ
をさぐろう

 ｢１つの花｣の国語の授業の発展として戦争
の頃のくらしやおやつ、食べ物などについて学
区のお年寄りからお話を聞いたり食べ物作り

をする総合的な学習である。

４年生児童  
保護者  
地域交流委員

11月7日 ・参観日  
・校内図画工作
展

岡山市立角山小
学校

ポスターの掲示・チ
ラシの配布

・学校掲示板へ掲示  
・職員朝会で説明  
・担任より児童へ説明しチラシを配布  
・参観後の懇談会で保護者へ説明

児童  
保護者  
教職員

10月9日  
～10月12日

 

岡山市立興除小
学校

鑑賞会  毎年学校行事として実施している鑑賞会を児
童だけでなく、保護者や地域の方々にも広げ
て観ていただいた。  
 今年は劇団風の子の｢マーレンと雨姫｣を鑑

賞して、感想を話し合った。  
 劇団員の方にお礼文を出した。

児童  
保護者  
教職員  
地域住民

11月14日  

岡山市立曽根小
学校

フリー 参観  １０：２５～１２：２５をフリー参観とし、授業や
校内施設を公開した。  

 生活科等の授業に参加、保健室で身長・体
重測定、図書室で本を借りる等、校内を自由に
見学してもらった。  
 また、校長室も開放し、校長と親しく懇談する
場を設定した。  

 校内施設を開放し自由に見学してもらう中
で、学校が取り組んでいる教育活動を知らせ
ることができ、地域に開かれた学校づくりの一
ステップとなった。

保護者  
地域住民

11月1日 ・交流給食

岡山市立東疇小
学校

オープンスクールデ
ー

  ９時-１５時の時間帯に校内を開放し、児童
が勉強したり遊んだり給食を食べたりしている
学校生活の様子や特別教室を自由に見学して
いただいた。  
 また、校長室も開放し、校長と親しく歓談して

いただいた。

保護者  
地域住民

11月6日  

岡山市立足守小
学校

いつでも参観なん  
でも相談

 児童が学校で生活をしている時間帯に、いつ
でも好きなだけ参観していただく。遊びの様
子、給食の様子、清掃の様子を見ていただく。  

 また、子育てや学習等での悩みや疑問に｢何
でも相談｣というかたちで答えていく時間を持っ
た。

保護者 11月5日  
～11月7日

・足守文化祭

岡山市立大井小
学校

地域住民参観日  本年度初めての試みで、地域の方々を学校
に招いて、学校教育に対する認識を高め、開

かれた学校づくりを目指して、給食試食会・音
楽発表会・授業参観をセットにして実施した。  
 日頃あまり見学したことのない地域の方々も
多数参加してくださり、学校への理解を深めて

もらうことが出来、有意義であった。

保護者  
地域住民

11月2日 ・緒方洪庵作文
コンクール

岡山市立高田小
学校

教育講演会  ｢子を持つ親の親らしさ｣という演題で、元岡
山市立足守小学校長 仲野 順夫先生 の講
演を聴き、子を持つ親としてどうあるべきかを
みんなで考える場とした。

児童  
園児  
保護者

11月14日 ・岡山県立盲学
校見学   
・青少年と高齢
者を守る集いin

足守

所属名 事業名 事業概要 対象者 実施時期 その他事業

岡山市立福谷小

学校

福谷ふれあいウォ

ッチング

 秋の一日、学区内の各所で親子やグループ

が出会い、親子の絆やお互いの親睦を深め
る。  
１ これまで歩いたことのない地域や学区の山
道を歩きながら、かけがえのない｢豊かな福谷
の自然｣を発見する。  

２ 路傍の事物や福谷の歴史、文化、人々の
思いや願いについて語り合う。  

児童  

生徒  
保護者  
教職員  
地域住民  
ボランティア

10月27日 ・開校記念・にこ

にこ 給食（宅配
弁当給食）
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３ 里山に登る。安全に注意して、親子や友達
と協力し、工夫しながら｢基地づくり｣をする。

岡山市立第一藤
田小学校

開校記念式  
 公開・交流

 開校記念式を学区住民に公開した。事前に
町内会に依頼して学区内全家庭に案内状を配
布した。記念式に参加された方々は、児童と共
に校長の講話を聞き、藤田郡地区老人クラブ
女性部による創作劇｢１００年の歩み｣を鑑賞し

た。また、その前後には、児童や教員との交流
を図った。  
 式後には、劇を演じられた老人クラブの方々
とも交流することが出来た。

地域住民 11月5日 ・鑑賞教室公開・
交流

岡山市立第二藤
田小学校

教育講演会  岡山市保健所医師 市場尚文 先生をお招
きし｢自分らしくいきいき生きる-ジェンダーフリ
ーの生・性-のタイトルで約１時間にわたってお
話を聞いた。生命の誕生から始まって、みんな
ちがってみんないい、ジェンダーフリー、生と

性、身体・心・性の健康など、自分らしく生きる
ということについて、ギターを弾きながらの歌
唱やＯＨＰを使った絵本の朗読など楽しく分か
りやすい話で児童にも大好評であった。

児童  
保護者  
教職員

11月5日 ・教育の日記念
集会  
・教育の日記念
写生大会  
・全校集合写真

の撮影

岡山市立第三藤
田小学校

三藤田稲刈り  五年の児童を中心に全校で稲刈りに取り組
んでいる。高学年が低学年とマンツーマンとな
り手刈りを指導しＰＴＡの人たちと一緒に稲こぎ
をした。籾は五年生が天日干しをした。

児童  
教職員  
地域住民

10月～  
   11月

・音楽会

玉野市立築港小
学校

家族読書  読書が学習の基礎となり、思考力や想像力
を育て、ひいては豊かな心をも育てることは、
周知のとおりである。その読書活動の推進に、
家庭の協力を得て、家族ぐるみの読書をスタ
ートさせた。  

 実施方法は、｢短時間でもよいので、毎日実
施する。｣｢読書記録を取る。｣｢テレビを消し、
家族で取り組むことが望ましい。｣の３点であ
る。  

 教育週間中だけに留まらず、本校の特色とし
て、継続していくことができればと考えている。

児童  
保護者

本年度中 ・地区清掃と交
流グランドゴルフ 
 
・看板設置

玉野市立宇野小
学校

参観日  開かれた学校づくりに向けて、年度当初よ
り、宇野小フェスティバルや運動会などのイベ
ントに保護者だけでなく地域の方にも来校いた

だき、本校の取り組みを見てもらう機会を設け
てきた。  
 今回も、学校便りを通じて、地区に広報し、授
業を公開する旨を呼びかけた。これに関しては

初めての企画であり、当日の参加者は多くは
なかったが、今後も教育週間にこだわらず、い
ろいろな機会に地域の方々と共に、学校づくり
を進めていきたい。

保護者  
地域住民

10月31日 ・教育委員訪問  
・学習発表会

玉野市立玉小学

校

演劇鑑賞教室(影絵

劇)

 スタジオライフによる｢影絵劇ワークショップ｣

の新見南吉作｢手ぶくろをかいに｣と佐野洋子
作「100万回生きたねこ」を鑑賞。本当の心の
ふれあい、あたたかい心の交流を光と影の世
界を通して体感させ、児童に豊かな心情を培

う。

児童  

保護者

11月8日  

玉野市立日比小
学校

この町大好き作戦  学年単位で地域(中央公園、ミネルバ、神登
山、和田幼稚園、水の浦海岸)に出かけ、地域
のよさに触れ、地域のためのボランティア活動
をした。  

 低学年は、地域の自然に親しむことを主とし
て行い、自分たちの町についての関心を高め
た。  
 中・高学年は、それぞれの場所でクリーン作

戦を行い、地域の環境について関心を持つと
ともに、今後の自分たちの取り組みを考えるき
っかけ作りとした。

児童 11月2日  

玉野市第二日比
小学校

自由参観日  ３校時から５校時まで、保護者等が自由に校
内を参観。授業･給食･清掃や休憩時間等、児

童の学校生活をすべて公開する。学年によっ
ては、この機会に親子集会等を実施。時間の
制約が少ないので、保護者には好評であっ
た。

保護者  
地域住民

10月30日 ・研究授業

玉野市立山田小
学校

第１回学校評議員
会

 最初の学校評議員会ということで、顔合わせ
が主な目的であった。議題は次のとおりであ
る。  
 １．学校評議員制度についての趣旨説明  
 ２．学校概要説明 ３．質疑応答  

学校評議員 11月2日 ・地区ふれあい
コンサート
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 その後、挨拶の実施状況等、情報交換をし
た。まずは、学校評議員の方に学校行事の案

内を出して学校に来ていただき、児童ともかか
わりを持っていただきながら、地域と学校と両
方で子どもたちを育てていこうということを共通
理解した。

玉野市立後閑小

学校

学習発表会  平素学習していることをもとに各学年が朗

読、劇、オペレッタ、ミュージカル、合唱･合奏な
ど思い思いの表現方法で発表した。  
 本年は、保護者の他に、保育園･老人会をは
じめ学区内全家庭の方々も招待し、参加者が

例年より多かった。  
 この会を通して、学校で平素学習しているこ
とや児童の様子を理解してもらうことができ
た。また、全員合唱では参加者のふれあいを
深めることができた。

児童  

保育園児  
保護者  
地域住民

11月9日 ・生け花教室

所属名 事業名 事業概要 対象者 実施時期 その他事業

玉野市立大崎小
学校

音楽発表会  児童が作成した案内状を保護者に配布する
と共に、地区の掲示板に児童が作成したポス
ターを貼り、地区の方へ案内した。  

 当日、会場は満員で、子どもの発表を十分に
楽しんでいただいた。また、児童が育てた花の
苗を持ち帰っていただき、好評であった。

保護者  
地域住民

11月17日 ・看板の設置

玉野市立胸上小
学校

発表会  今年度の発表会は、昨年度の発表のスタイ
ルをさらに一歩進めて、｢ふるさとのよさ｣をテー

マに 地域特有の伝統文化や産業等も含めた
内容を盛り込み、音楽科や国語科、『いきいき』
(総合的な学習の時間)で取り組んだものをまと
めて総合的に発表した。その過程で地域の

方々にまで協力いただいた。  
 また、当日は、保護者、祖父母、胸上保育
園、石島分校、地域の方々、身体障害者授産
施設の皆様がおいで 下さり、「おかやま教育の
日」の趣旨にふさわしい 取り組みができた。

保護者  
保育園児  

地域住民

11月16日 ・校長室開放  
・東児中学校区

三者連絡会

玉野市立鉾立小
学校

コンサートイン鉾立  児童にとっては、演奏や聴いたりする活動を
通して、音楽への学習意欲を高め、表現及び
鑑賞の力を育てることを目的としている。保護
者や地域の方にも、子供たちの日頃の頑張り

の成果を見ていただくよい機会となった。ふれ
あい 会員（地域の高齢者約30名）を招待し、一
緒に歌ったり、歌遊びをする「ふれあいタイム」
では、なごやかな交流ができた。また、ふれあ
い会員を中心とした方々の「大正琴」の演奏を

聴かせてもらい、琴に合わせて歌って楽しくふ
れあう時間も設けた 。

児童  
保護者  
教職員  
老人会  

地域住民

11月14日 ・三世代交流会  
・教育相談（おも
いやり週間）  
・月曜朝会

備前市西鶴山小
学校

平成１３年度フィル
ハーモニック管弦楽

団メンバーによるス
クールコンサート
（秋季公演）

 楽団のメンバー６名と司会の方が来校され、
演奏を聴かせてくださった。  

 弦楽四重奏曲「四季」の曲に始まり,それぞれ
の楽器紹介、テノールの独唱、児童と共に「翼
をください 」を歌いながら、歌唱指導をしてくだ
さった。  
 また、本校の職員２名を含めたモーツァルト

の「おもちゃの交響曲」でも楽しく児童に聴かせ
てくださった 。  
 最後に本校の校歌も演奏してくださり、児童
も一緒に歌い、コンサートらしい雰囲気の中、

終了した。

児童  
保護者  

教職員

10月17日 ・11月参観日

備前市立香登小
学校

音楽発表会（合唱･
演奏）

 地域の方にも聞いていただくために、案内状
を出し、各地域にポスターを掲示した。  
 備前市小学校音楽会にむけて、４、５年生が
練習してきた成果を多くの人に聴いてもらっ

た。  
 参加者に好評であった。

児童  
保護者  
地域住民

10月30日 ・講演会

備前市立伊部小
学校

終日参観日  「開かれた学校づくり」の一環として終日参観
日を実施した。  

 授業はもちろんのこと、給食、清掃、休み時
間等の活動の状況を公開することにより、学校
教育に対する認識がさらに深まったものと思わ
れる。  
 出席率も90％以上をしめ、「都合のよい時間

保護者 10月16日 ・伊部小まつり  
・参観日（ＰＴＡ同

和教育推進事
業）
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に行ける。」「兄弟が居ても一人ずつゆっくり参
観できる。」「授業以外の（給食や休み時間）の

様子がよくわかる。」等の意見が多く聞かれ、
全体的に大変好評で、来年度も継続してほし
いという 声が圧倒的だった。

備前市立片上小
学校

芸術鑑賞会  
ハートフルコンサー

ト

 本校では、「おかやま教育週間」の取り組み
として、「みんなで聴いて かがやく ふれあい」

をテーマに 、ハートフルコンサートを開催した。 
岡山フィルハーモニック管弦楽団の素晴らしい
アンサンブル演奏に、児童も教職員も保護者も
地域の方々も一体となって、感動を共有するこ

とができた 。  
 曲目もクラシックから映画音楽、民謡、”ＴＳＵ
ＮＡＭＩ ”等のポピュラー系のもの、"千と千尋の
神隠し"等のテノール独唱とバラエティーに富
み、芸術の秋につつまれました。  

 "翼をください"の全員合唱もあって、参加し
た老夫婦は「このコンサートで元気をもらいまし
た。」と言われ、満足気に学校を後にされた。

児童  
保護者  

地域住民

10月25日 ・授業参観  
・バザー

所属名 事業名 事業概要 対象者 実施時期 その他事業

備前市立伊里小
学校

鑑賞教室  
（スーホの白い馬コ

ンサート）

 子どもたちが感動し感銘をうける話に「スー
ホの白い馬」がある。馬頭琴の演奏を聴きたい

という子ども達の夢と願いをモンゴルの馬頭琴
奏者リポーさんと山元哉司子さんの語りでかな
え、スーホの優しさに触れた。  
 また、モンゴルの文化や暮らしを子ども達に
分かりやすく教えてくださり、実際に馬頭琴を

奏でる経験もした。  
 さらに、山本さんの朗読とリポーさんが演奏
する叙事曲スーホの白い馬をはじめ、ウランビ
リゲさんにはモンゴルの舞踏も紹介してもらっ

た。

児童  
保護者  

教職員  
地域住民

10月23日 ・スクールコンサ
ート

備前市立東鶴山
小学校

ふれあい参観日 １ 授業参観  
２ 音楽発表（４・５年生）  
３ ふれあい集会  
 ふれあい集会では、保護者や地域のお年寄

りを招いて、児童とのふれあいを深めることを
目的に、三者が一緒のグループになって昔遊
びにチャレンジした（けん玉、あやとり、お手
玉、石なんご、だびんちょ、こままわし、竹とん

ぼ、リームころがし、めんこ）。児童はお年寄り
に昔の遊びを教えてもらって、楽しく遊ぶことが
できた。

児童  
保護者  
地域のお年寄
り

11月2日  
 

 

備前市立三石小
学校

家族参観日  
教育講演会

【講師】美作女子大学 杉山嘉弘先生  
【演題】「子どもの心の発達と家族や地域の役

割」  
 「子どもの心のすこやかな成長のためには、
父母がそれぞれの役割を果たし、子どもの心
を満足させるような言葉かけ、態度を示すこと

が重要である。」と力説。事例を交えての講話
には説得力があり、参加者は自分自身あるい
は家庭のあり方について振り返り、考える機会
になった。

保護者 10月28日 ・観劇会

御津町立御津小

学校

開校記念日  10月31日を開校記念日として位置づけ、当

日は一日中、学校開放とし、行事としては次の
ようなことを行った。  
・開校記念式  
・秋の集会（児童会が中心となり、企画を行

い、クラスごとにお化け屋敷、迷路など工夫を
凝らしたお店やコーナーを設けた）  
・レクリェーション（県レクリェーション協会から４
名の指導者の方に来ていただき、ネイチャー
ゲーム、クラフトなど４つのコーナーに分かれ

て行った。）

児童  

保護者  
教職員  
地域住民

10月31日  

御津町立南小学
校

参観日及び教育講
演会

 授業参観の後、岡山大学の山口茂嘉教授を
講師に迎え、「子どもの幸せと親の役割」という
演題で講演をいただいた。  

 発達心理学が専門で「９才の壁」とか「親と子
の時代の心のズレ」「子どもの「ほしい」は「見
てほしい、聞いてほしいのサイン」」等、子ども
の発達心理の面から子育ての大切さについて
身にしみる話を聴くことができた。  

 講演後、学年団ごとに懇談し、互いに感想を

保護者  
教職員

10月18日  
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深め合うことができた。

御津町立五城小

学校

「オープンスクール」

（終日参観日）

 始業８：１５から最終下校１６：３０までの一日

を学校開放日として,学区の方どなたでも学校
に来て、子ども達や授業の様子などを見てい
ただき、教育に関心を持ってもらう。これからの
教育の在り方について、ＰＴＡの方も含めて考
えていくきっかけになればと思っている。

保護者  

地域住民

11月8日 ・レクリェーション

活動

建部町立建部小
学校

音楽発表会  和太鼓や民舞、歌物語や合唱奏など、日頃
の音楽学習や「総合的な学習の時間」での活
動の成果を発表し合った。参加者全員で歌う
プログラムも用意し、音楽の楽しさを十分に味

わえるように工夫した。近くの保育園に案内を
出し、園児達にも楽しんでもらった。  
 この行事を「スクールコンサート」へつなげ、
さらに多くの人たちに音楽の楽しさや子ども達
の活動の様子を知ってもらおうと考えている。

児童  
保護者  
保育園児

11月10日 ・体育公開授業  
・スクールコンサ
ート

建部町立竹枝小
学校

個別懇談  保護者の方一人ひとりと担任が、児童の家
庭・地域での様子や気になっていること、学校
での生活（学習面・生活面・交友関係等）等に
ついて話し合い、児童のよりよい育成を目指

す。  
 また、保護者から投げかけられた問題に対し
ては、職員間で対応等について話し合い、今
後の支援・指導に生かしていくようにする。

保護者 10月31日  

戻  る

所属名 事業名 事業概要 対象者 実施時期 その他事業

建部町立福渡小
学校

お父さんの会研修
会

 父親同士が児童の健全な育成に十分な役割
を果たすために、互いに情報交換をはかる懇

談会を行った。

男性保護者  
男性教職員

11月2日 ・シルバーの会
会員相互の親睦

研修視察  
・シルバーの会
パソコン教室

加茂川町立津賀

小学校

開放授業  最近「開かれた学校」が言われ、運動会や学

習発表会、参観日など以外に「総合的な学習
の時間」にゲストティーチャーを招くようになっ
たが、一般の人たちが授業を見たり、授業以
外で子供の学校での生活の様子を見る機会
はあまりない。  

 そこで、この日は午前８時４０分から１２時２５
分まで学校を一般の人達に開放し、各学年の
授業を見たり、授業以外の休憩時間などに子
供達の生活の様子などを見てもらった。

保護者  

地域住民

11月1日 ・加茂川町小中

学校合同音楽会 
 
・学習発表会

加茂川町立円城
小学校

学校開放日  １校時の始まりから、給食の時間までを学校
開放の時間として、保護者や学区の方々に自
由に来校していただいた。  
 普段の児童の学校生活を参観していただくと
いうことで特別な時間割も行事も組まず、休み

時間や給食の準備の様子を公開した。  
 前回の参観日から２週間もたっていなかった
ので保護者の参観は少なかったが、児童の祖
父母や地域の方々の参観が数人あった。

保護者  
地域住民

11月1日 ・おかやま教育
の日オープニン
グ行事

加茂川町立御北
小学校

学校開放（公開授
業）

 朝の活動から、帰りの会まで終日学校を開
放し、普段の子供たちの学校生活の様子を見
ていただいたり、今学校が行っていることを知
ってもらう機会とした。  
 この機会に、１・２年生（生活科）と特殊学級

（生活単元）では、「わくわくあきまつり」を行っ
た。保護者の方だけでなく、幼稚園の年長児、
一人暮らしのお年寄りの方にも招待状を出し、
大勢の方に来ていただき、にぎやかにお祭りを

行うことができた。  
 また、参観日には見る機会のない給食や清
掃の時間も見ていただき、学校生活の様子を
知ってもらうことができた。

保護者  
地域住民  
園児

11月2日 ・小中学校合同
音楽会  
・学習発表会

吉備高原都市学

校事務組合立吉
備高原小学校

教育相談  本校の教育活動に関することはもちろんのこ

と、子育て等に関しての話し合いを行い、保護
者や地域住民との連携を深めた。  
 今回の参加者は、１日目10名、２日目が５名
であった。  

 保護者や地域の人とも話す機会を持ち、本

保護者  

地域住民

11月5日  

11月6日

・開放参観日  

・観劇会  
・講演会  
・町内音楽会

5/10 ページ



  

音で家庭教育のこと、子どもたちを取り巻く環
境の改善の提言などをいただく貴重な場となっ

た。

瀬戸町立千種小
学校

児童集会「ハロウィ
ンパーティ」

 これは、諸外国が行っている「ハロウィン」と
いう祭りをヒントにして、全校児童が仮装し、簡
単な英語を使って各教室をまわりながら歌や
踊り・手作りのゲームなどを楽しむ集会であ

る。  
 国際理解教育の一環であり、英語体験活動
の成果を発表する場の一つとして毎年行って
いる。  

 ＡＬＴや教職員も仮装して会を盛り上げるよう
努めた。

地域住民 10月30日  

瀬戸町立江西小
学校

なでしこ学習発表
会

 新しく取り組んできた「総合的な学習の時間」
の様子を保護者の方に理解していただくととも
に、日頃の学習の成果を地区の方々に見てい

ただく。特に、総合学習でゲストティーチャーと
して指導に携わっていただいた方への報告会
とする。

保護者 11月17日  

山陽町立山陽小

学校

学校公開  全校15学級において、５校時（１３：４５～１４：

３０）の授業を公開し、本校における「人権教
育・同和教育」の取り組みについて理解してい
ただく機会として実施した。  
 「学校公開のご案内」を、ＰＴＡ地区役員を通

じて学区の全世帯に配布し、当日、地域の方２
２名の参加があった。  
 受付で保護者同様名札をつけていただき、
安全確保のための学校の取り組みについても
ご理解いただいた。アンケートでいただいた感

想は、職員で回覧したり学校通信で紹介した。
今後の取り組みに生かしていく計画である。

保護者  

地域住民

10月29日 ・音楽発表会

所属名 事業名 事業概要 対象者 実施時期 その他事業

山陽町立山陽西
小学校

ふれあい栽培活動  地域の方のお話を聞き、一緒に活動すること
を通して、地域の方々との交流を深め、地域の
草木を大切に育てようとする気持ちを育てる。  
・地域の花の会の方々と高学年が事前に土を

耕しておいた。  
・１年生～３年生は通学路にある学級園に、４
年生～６年生はプランターにチューリップ、ビオ
ラ、パンジーなどを、地域の花の会の方々と一
緒に植えた。

地域ボランティ
ア  
児童

11月1日 ・学校開放  
・教育相談「ふれ
あい 週間」

山陽町立山陽東
小学校

第２回校内研究会  教職員の資質向上を図ることも「おかやま教
育の日」の一つの意義と考え、「おかやま教育
の日」当日に校内研究会を計画した。第１・２
学年の生活科と第４学年の総合的な学習の時

間の授業を教職員に公開し、研究協議を行っ
た。  
 生活科は、１・２年生交流を図るとともに、発
表の場に自分たちが通っていた園の子ども達
を招待して、幼い子との交流もできるように考

えた。総合的な学習の時間は、お年寄りに喜
んでもらえることの価値に気付き、思いやりの
心をもってお年寄りに接することができることを
目標とした福祉教育推進の一環である。

児童  
園児  
教職員  
ボランティアテ

ィーチャー

11月1日 ・放送朝礼で「お
かやま教育の
日」の主旨説明  
・校内読書週間  

・看板掲示

山陽町立山陽北
小学校

フリー 参観日  ３校時から学級懇談までの１０：４５～１６：００
をフリー 参観日とした。

保護者  
地域住民

10月23日 ・学区クリーン作
戦

赤坂町立石相小
学校

自由参観日  授業参観、校長と語る会、給食試食会、懇談
を実施した。  
 一日学校を開放することにより、子どもたち

の日頃の様子を見てもらい、学校の教育方針
を理解していただくとともに、平素感じているこ
とを、校長と語る会及び懇談で話し合い、保護
者等との交流を深めた。初めての試みであっ

たが、保護者に好評であった 。

保護者  
地域住民

10月24日  

赤坂町立軽部小
学校

収穫祭  縦割りの仲間班でサツマイモ、学年でトウモ
ロコシ、カボチャ等を栽培してきた。その収穫を
喜ぶとともに世話になった方々に感謝の気持
ちを持とうと収穫祭を行った。  

 ６年生は、総合的な学習のテーマ「米」の掲
示発表とパンパン菓子を作った 。その他、各学
年のゲームや焼いも、ポップコーンの店を出し
た。老人会、家族の方を招待し、児童の自主

的な活動を見ての感想を聞かせてもらい、会を

老人会  
児童  
保護者

10月30日  
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盛り上げていただいた。

赤坂町立笹岡小

学校

自由参観日  10月中旬に学区の全家庭に「おかやま教育

の日」の主旨と自由参観日の案内を配布し、
公開授業の内容を知らせ、児童の活動の様子
を自由に参観してもらった。  
 １年生においては同和教育の授業となるの
で、別の日程で同じように案内を配布し、自由

に参観してもらった。

保護者  

地域住民

11月2日  

11月12日

 

熊山町立豊田小
学校

ふれあい音楽会  ピアノとヴァイオリンによるワークショップ形
式のデュオコンサートを実施。多様な年代の参
加者に合わせて、クラシック、童謡、唱歌など

いろいろなジャンルの曲が演奏され、楽しく 鑑
賞した。また、音楽の鑑賞の仕方や楽曲の由
来、楽器の仕組みの説明などもあり、音楽へ
の関心を深めた。  
 演奏者と参加者が対話をしながら進められ、

演奏に合わせて歌ったり、手拍子を打ったりす
るなど、会場が一体となった音楽会であった。

児童  
保護者

11月13日  

熊山町立磐梨小
学校

磐小フェスティバル  昨年度までの「菊祭り集会」とＰＴＡの「親子
ふれあい祭り」を統一し、磐小フェスティバルと

改称した児童集会活動を実施した。  
 保護者だけでなく、お世話くださった地域の
方々を招待し、楽しい一日を過ごした。  
 当日は、子供たちと一緒に高学年によるゲー

ム店を回ったり、ＰＴＡによる豚汁やサツマイモ
のお焼きの店でご馳走になった。  
 ふだんの参観日とは違った子どもたちの姿
があちこちで見られた。

児童  
保護者  

地域住民

10月27日  

所属名 事業名 事業概要 対象者 実施時期 その他事業

熊山町立桜が丘
小学校

親子映画会  全校児童と教職員、保護者を対象に例年実
施し、本年度は「ダイオキシンの夏」を視聴し
た。  
 親子で同じ映画を視聴することで、感動を共
有でき、保護者相互の交流を図るとともに、家

庭における親子の対話の機会を作ることがで
きた。  
 保護者からの感想も寄せられた。

児童  
保護者  
教職員

11月2日  

吉井町立城南小

学校

「ヒノヒカリ」を収穫

しよう

 6月15日全校児童で田植えした学校田（借用

地）の稲刈りを実施。

児童 10月19日 ・あきまつり（収

穫祭）  
・ふれあいタイム
トラベル

吉井町立仁美小

学校

地域参観日及びピ

アノ演奏会

 保護者及び地域住民に授業を公開し、児童

の日頃の学習の様子を参観してもらった。  
 体育館において音楽講師によるピアノ演奏
会を行い、児童・保護者・地域住民が楽しん
だ。  
 ＰＲの期間が短く、地域住民の参観は少なか

ったが、祖父母の参観があり、好評だった。

保護者  

地域住民

11月1日 ・仁美ふれあい

祭り

吉永町立吉永小
学校

地域開放参観日  ２・３校時を公開授業とし、校区内全戸へ案
内状を配布して参加を呼びかけた。  
 当日は、業間時間に空き教室を開放して湯

茶を用意し、休憩や学校行事や学習の様子の
展示写真を見ることができるようにした。  
 参観者からはこうした学校開放の機会を今
後も是非設けて欲しいとの声が寄せられ、保
護者からも他学級や他学年の学習の様子を見

ることができたと好評であった。

保護者  
地域住民

11月1日 ・第２回学校アド
バイザー連絡協
議会

吉永町立神根小
学校

もみじまつり  「校区の方々とのふれあいを通して、相互の
理解を深め、豊かな人間関係を育てる。」こと
を目的に、学校を会場に、ふれあいの１日を過

ごす。午前中は児童・保護者・地域の人の舞
台発表、午後は出店（児童）、バザー（保護者）
をした。

児童  
保護者  
地域住民

11月11日  

佐伯町立佐伯小
学校

佐伯小音頭発表会
及び講話

 佐伯小音頭完成を機に、お披露目会を開催
した。作詞、作曲、振り付け等、作成に携わっ

てくださった方々や学区民・保護者等に参加し
ていただき、佐伯小音頭完成を祝い、全員で
踊った。  
 佐伯小学校でかつて教鞭をとられていた野

山幹太氏に「昔の佐伯小学校」と題して参加者

児童  
保護者  

地域住民

11月1日 ・学校開放  
・校長室開放

7/10 ページ



                                                    

に講話をいただいた。

佐伯町立山田小

学校

オープンスクール  ８時３５分から１１時３０分まで学校開放し、次

の活動ならびに施設を見学していただく。  
・朝の会  
・ドリルの時間  
・１校時の授業  
・ＰＴＡ同和教育研修会（講演）

保護者  

地域住民

11月11日 ・校友会役員会

（同窓会役員会）

和気町立日笠小
学校

日笠幼稚園・日笠
小学校の教育を語
る会

11:35～12:00 全学級授業公開  
12:00～12:40 給食試食  
12:40～14:00 説明（日笠幼小の教育）・話し合
い（地域の方の望む教育とは）

保護者  
地域住民

11月1日  

和気町立藤野小
学校

創作の会  地域のお助け人材バンクの方々や保護者の
方から工作・手芸や伝承遊びを教えていただ
き、児童が作ったり遊んだりするというもので
ある。  

 当日、子どもたちは各自の希望により水鉄
砲・竹とんぼ・木の自動車・お手玉・毛糸のマス
コット・クリップのトンボ・しおりなどのそれぞれ
のコーナーの中から選んで前半、後半に分か
れて２つの活動を１時間２０分の設定時間いっ

ぱいを利用して、思う存分作る楽しさや遊ぶお
もしろさを味わった。

児童  
保護者  
老人会

11月5日 ・人権講演会  
・何でも発表会  
・芸術発表会  
・お話会  

・囲碁・将棋・オ
セロを楽しむ会

和気町立本荘小
学校

オープンスクール  「おかやま教育の日」に午前中、校内をすべ
て開放した。平素の授業を公開することによ

り、地域の方々に学校を理解してもらおうと実
施した。  
 学区内の全地域にオープンスクールの案内
を配布し、来校を呼びかけ、120名余りの方々
の参加があった。校内では、生活科の祭りが

中庭で繰り広げられ、「ぼく・わたしのふるさと
じまん」の絵を掲示した。

保護者  
地域住民

11月1日 ・個別懇談

所属名 事業名 事業概要 対象者 実施時期 その他事業

和気町立和気小
学校

和気ちびっ子すもう
大会

 11月10日（土）和気コミュニティー推進協議
会、和気幼小ＰＴＡが中心になって、小学校に
設置された相撲場を会場として大会を行った。 
 

 出場は園児、児童となっているが、地域の
方々にも運営、進行の面でご協力いただき、
地域ぐるみの取り組みとなった。  
 相撲大会を通して学校、保護者、地域とのふ
れあいを深めるとともに子供同士のふれあい

も大切にした。

園児  
児童  
保護者  
地域住民

11月10日 ・クリーン作戦
（雨天のため中
止）  
・歯の講話

和気町立石生小
学校

石生小フェスティバ
ル

＜学校＞児童会のテーマ「出会いの輪と和を
広げよう」にそった展示、出店を行った。ふれ
あいゲーム  

＜地区＞地区文化祭も同時に開催  
 広虫姫太鼓 スポ少 栄養推進委員参加

児童  
園児  
保護者  

地区住民

11月11日 ・「総合的な学習
の時間」研究発
表会

牛窓町立牛窓東
小学校

授業参観日  
授業参観  

親子ふれあい活動  
親子給食

 授業を公開し、子供たちの学習の様子を参
観してもらった。  

 親子ふれあい活動として、１年はさつまいも
作り、３年は牛窓伝統のししこま作り、６年はラ
ケットベースボールを実施した。また、１年保護
者には、給食を試食してもらった。

保護者  
地区住民

11月2日  

牛窓町立牛窓西
小学校

オープンスクール  保護者や地域住民の方に広く学校を公開
し、授業を中心に本校の教育の状況を見てい
ただいた。全学年が業間休みをはさんだ２・３
校時の授業を公開した。  
 性教育（保健・学級活動）や総合的な学習の

時間の授業も公開し、現在の学校教育の様子
や本校児童の様子を見てもらうよい機会となっ
た。  
 授業後は参加者にアンケートを記入していた
だき、今後の学校教育に役立てる。

保護者  
地域住民

11月9日 ・ＩＴ講習会  
・ふるさとの絵展
覧会

牛窓町立牛窓北
小学校

オープンスクール 低学年 国際交流学習  
「英語でジャンケンポン カナダの遊び」  
中学年 総合的な学習の時間  
 ３年 「見たい、知りたい、わたしたちの牛窓」 

 
 ４年 「リサイクルで町おこし」  
高学年 国際交流学習  
「英語で自己紹介 カナダのスポーツ」

保護者 11月1日  

邑久町立邑久小 邑久町花いっぱい  中学校、高等学校の生徒と合同で200個のプ 児童  11月1日 ・フリー 参観日  
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学校 運動 ランターに花を植え、地域の公共施設に配付
する。

中学生  
高校生

・給食試食会

邑久町立今城小
学校

研究発表会  生活科、総合的な学習の時間の研究発表会
をした。地域のゲストティーチャー、国土交通
省、役場の方に登場していただき、地域に根ざ
した主題で本校の取り組んでいる教育の様子
を見てもらった。

保護者  
地域住民  
教職員

11月6日 ・邑久町教育フ
ォーラム  
・邑久町花いっ
ぱい運動  
・おかやま教育

の日オープニン
グ行事

邑久町立玉津小
学校

収穫集会  本校では、農業体験として米作り、野菜作り
に取り組んでおり、その中で地域の方々にお

世話になることが多い。  
 実りの秋を迎え「食べ物と地域の方に感謝」
のテーマで収穫集会が行われた。  
 当日は開会式に続いて児童が話し合って決
めた食べもの（カレーライス、豚汁、大学いも、

ポップコーン、スイートポテト）とゲームの店が
開かれ、参加者はそれぞれの店を回り、楽し
いひとときを過ごした。  
 自分たちが育てた米と野菜の料理を囲んで

児童と地域の方、保護者が親しくふれあい有
意義な催しとなった。

児童  
保護者  

教職員  
地域住民

11月29日 ・もみすり脱穀  
・ふれあい発表

会

邑久町立裳掛小
学校

ＰＴＡ講演会  
（同和教育研修会）

 「おかやま教育の日」とタイアップした実り多
き会にしようと、事前にＰＴＡ会長、研修部長達

役員の方々と協議し、開催に至った。  
 美作女子大学助教授の杉山嘉弘先生に「子
どもの心が見えますか～親や家族の役割～」
という演題で講演をいただいた。  
 家庭や地域における大人の役割が大きく問

われている現在、具体的にどのように子どもた
ちと向き合いかかわっていけばよいのかという
課題に対して、多くの示唆をいただいた。

保護者  
教職員

11月9日 ・学校だよりの配
布  

・職員研修

所属名 事業名 事業概要 対象者 実施時期 その他事業

長船町立美和小
学校

美和ときめきフェス
ティバル

 子ども達の興味や関心に応じた体験的な学
習などを行い、地域の方々との交流を深める。 
 
・全校発表  

 生活科や「ときめき」の時間に学習したことを
発表する。  
・交流会（総合的な学習）  
 体育館、教室で体験的な活動を行い、地域
の人々と触れ合う  

 （竹細工、リース作り、昔遊び、草木染め、焼
き物、将棋、ケナフの紙すき、福祉体験）

保護者  
地域住民

11月2日  

長船町立国府小
学校

授業参観並びに ＰＴ
Ａ講演会

 全学年が学級活動・道徳・社会科などを通し
て、人権・同和教育に関する授業公開を行っ

た。  
 その後、体育館に会場を移して、ＰＴＡ主催の
教育講演会を行った。講師は邑久中学校川野
校長で、「体験と感動がもたらすもの」という演
題で講演をしていただいた。

保護者  
地域住民

10月31日  

長船町立行幸小
学校

行幸学区クリーン
作戦

 自分たちが住んでいる地域を自分たちの手
できれいにしようと、午後、全校児童が通学班
ごとに地区担当の教員と下校し、通学路や地
区の公園・お宮・集合場所などの清掃を行っ

た。  
 児童たちは、各自で準備したごみ袋や火ばさ
み、草けずりなどを手に、燃えるごみと燃えな
いごみに分別しながら、散乱している空き缶や
ビニール袋などのごみを集めて回った 。  

 この活動には、多くの保護者や地区住民の
方も参加してくださり、成果を上げることができ
た。

児童  
保護者  
教職員  
地域住民

11月2日 ・参観日  
・いい歯の集会

灘崎町立灘崎小

学校

学校公開  午前中、地域の方に学校を公開。  

 来校者には学校の様子を説明し、校内の施
設や学習の様子等を参観していただいた。校
長が案内したり、保護者には自由に教室や学
習の様子を参観していただいた。

保護者  

地域住民

11月1日  

灘崎町立七区小

学校

校内音楽発表会  参観日の一環として、地域に開放した音楽会

を開催した。  
 教師の伴奏による「未来」を全校で合奏し、
各学年ごと15分程度をめやすにした発表を行
った。歌や合奏等、約２時間程度保護者や地

域の方にゆっくりと鑑賞していただいた。  

保護者  

地域住民

11月17日  
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 子ども達も約１ヶ月間、練習をして自信を持っ
て家の人や地域の方々に聴いていただき、更

なる自信にもつながったようだ 。温かい拍手を
いただき、ほのぼのとした音楽会となった。

灘崎町立彦崎小
学校

学校公開  
学校評議員会

 午前中、学校を公開し本校の施設、設備、授
業の様子等自由に参観していただき、学校の
教育活動について知ってもらった。  

 学校評議員会の立ち上げ及び教育懇談会を
開いた（学校開放にも参加した）。

保護者  
学校評議員

11月1日  

その１へ     戻  る
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